
　

平
成
最
後
の
和
田
地
区
町
会
長

を
代
表
し
僭
越
な
が
ら
退
任
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
和
田
地

区
町
会
、
和
田
地
区
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
、
関
係
団
体
、
全
て
の
皆

様
２
年
間
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
は
大
変

激
動
の
時
代
で
し
た
。
和
田
地
区

最
大
の
町
会
西
原
の
分
譲
が
終
わ

り
ま
し
た
。
県
下
一
の
規
模
を
誇
る

工
業
専
用
地
域
と
な
っ
た
松
本
臨

空
工
業
団
地
は
、
昨
年
分
譲
が
終

わ
り
ま
し
た
。
和
田
公
民
館
は
今

年
３
月
改
修
工
事
が
終
わ
り
ま
し

た
。
地
区
町
会
長
は
平
成
時
代
の

有
終
の
美
を
飾
る
べ
く
、
町
会
の

地
域
づ
く
り
活
動
に
奔
走
し
成
果

を
あ
げ
ま
し
た
。
令
和
時
代
は
新

し
い
和
田
地
域
の
姿
を
住
民
全
体

で
共
有
し
、
幸
福
実
感
あ
る
地
域

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
も
微
力
な
が
ら
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
次
世
代
町
会
の

更
な
る
躍
進
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

　

こ
の
度
、
町
会
長
会
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
太
子
堂
町
会
の
赤
羽

で
す
。
誠
に
微
力
な
が
ら
皆
様
の

お
力
添
え
の
も
と
頑
張
っ
て
い
く

所
存
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
私
は
こ
の
地
に
生
ま
れ

育
ち
、
こ
の
地
に
愛
着
を
持
っ
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
皆
様
の
お
役

に
立
つ
事
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
区
の
工
業
団
地
に
は

多
く
の
会
社
が
入
っ
て
お
り
、
中

部
縦
貫
自
動
車
道
も
建
設
さ
れ
る

見
込
み
で
、
こ
の
地
区
は
益
々
発

展
す
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
反
面
、

子
ど
も
の
数
は
減
少
し
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
は
増
加
傾
向
で
、
町

会
、
常
会
を
退
会
す
る
世
帯
も
あ

り
、
町
会
の
役
員
を
掛
け
持
ち
し

て
大
変
だ
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

和
田
地
区
の
町
会
長
さ
ん
達
と
協

力
し
て
、
更
に
住
み
良
い
地
区
に

す
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
年
間
、
和
田
地
区
の
皆
様
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
動
会
や
文
化
祭
を
は
じ
め
と
し

て
、
夏
休
み
の
寺
小
屋
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
学
校
や
家
を
離
れ
て
、

地
域
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
本
当
に
地

域
の
中
で
育
て
ら
れ
て
い
る
ん
だ

な
あ
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
い
た

　

前
任
の
飯
沼
秀
文
校
長
先
生
の

後
を
受
け
て
、
芝
沢
小
学
校
の
校

長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

70
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
開
校

47
年
目
と
な
る
本
年
度
は
、
全
校

4
5
5
人
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。

　
「
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る

楽
し
い
学
校
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

６
年
生
が
先
頭
に
立
ち
児
童
会
も

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
主
体
的
に
頑
張
る
姿
を
多
く

見
る
こ
と
が
で
き
、う
れ
し
く
思
っ

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
環
境
で
育
ち
ま
す
。

家
庭
や
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域

も
大
き
な
環
境
の
ひ
と
つ
で
す
。
今

ま
で
以
上
に
地
域
と
学
校
と
家
庭

の
壁
を
な
く
し
て
、
お
互
い
が
連
携

し
合
え
る
環
境
を
作
っ
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
成
長
し
続
け
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
そ
し
て
、

芝
沢
小
学
校
の
た
め
に
地
域
の
皆

様
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
い
ま
す
。
職
員
も
一
丸
と
な
り
、

力
を
尽
く
し
て
子
ど
も
た
ち
の
頑

張
り
を
支
え
、
そ
の
成
長
に
寄
り

添
っ
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
も
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
学
校
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
度
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
生
活
保
護
課
へ
異

動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

和
田
の
皆
さ
ま
に
は
、
5
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
返

せ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
5
年
間
で

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が

で
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
も
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
多
大

な
る
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
感

謝
の
気
持
ち
は
言
い
尽
く
せ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

和
田
地
区
担
当
保
健
師
と
し
て

過
ご
し
た
３
年
間
。
今
思
い
返
す

と
、
一
瞬
の
出
来
事
の
よ
う
に
思

え
ま
す
。
和
田
の
皆
様
に
は
、
本

当
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
て
、

た
く
さ
ん
助
け
て
い
た
だ
き
、
ま

た
、
私
が
お
伝
え
し
た
こ
と
以
上

に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
も
っ
と
和
田
で
働
き
た
か
っ

た
。」
そ
の
気
持
ち
に
尽
き
ま
す
。

で
も
、
前
を
向
い
て
和
田
で
の
経

験
を
活
か
し
新
し
い
仕
事
に
も

全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
１
年
に
1
回
は
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
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世帯数　 1 , 4 9 5 戸
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和田の
世帯数・人口



　

ず
い
ぶ
ん
日
が
長
く
な
り
、
春

ら
し
い
暖
か
い
気
候
が
心
地
よ
く
、

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
が
始
ま
り
、
だ
い
ぶ

慣
れ
て
き
た
頃
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、

気
持
ち
も
新
た
に
残
り
1
年
の
任

期
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
楽
し
く
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
館
報
を

お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。太

子
堂　

小
笠
原　

奈
美

和
田
公
民
館　
館
長　

渡
邊　

正
明

　
　
　
　
　
　

補
佐　

中
野　

文
子

　
　
　
　
　
　

主
事　

中
田　

真
実

【
町
内
公
民
館
長
＝
文
化
委
員
】

会　

長
（
蘇
我
）　 　

中
村　

文
也

副
会
長
（
南
和
田
）    

福
澤　

   

誠

会　

計  

（
太
子
堂
）    

岩
垂　

節
男

         

（
衣
外
）　    

赤
羽　

   

久

         

（
殿
）          

西
村　

昌
司

         

（
中
）          

中
野　

方
文

             （
和
田
町
）  

  

小
野　

純
生

            （
下
和
田
）    

輿 　

 

茂
幸

         

（
境
）          

遠
山　

文
孝

【
館
報
編
集
委
員
】

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
衣
外
）

（
下
和
田
）

（
蘇
我
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
和
田
町
）

（
境
）

（
西
原
）

亀
野　

初
子

後
藤
あ
さ
み

田
中　

真
弓

西
村　

妙
子

窪
田　

恵
子

小
笠
原
奈
美

窪
田
加
代
子

藤
原
真
由
美

大
原　

陽
子

平
澤　

聖
子

【
図
書
視
聴
覚
委
員
】

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
中
）

（
殿
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

上
條
さ
や
か

上
原
み
す
ず

萩
原　

な
ほ

上
條　

晶
子

窪
田
美
代
子

渡
辺　

真
弓

武
井
み
ど
り

津
田　

範
子

大
月
み
ど
り

唐
沢　

元
気

【
公
民
館
運
営
委
員
】

委
員
長

　
　

（
蘇
我
町
会
長
）

（
衣
外
町
会
長
）
萩
原　

勝
重

赤
羽　

繁
夫

上
條　

昌
明

矢
島　
　

勤

池
上　

治
子

北
沢　
　

薫

鎌
田　

真
理

福
澤　

美
智

野
田　

 　

毅

大
野　

浩
司

田
中　

靖
啓

中
野　

尚
史

上
條　

康
敬

上
條　

俊
道

上
條　

一
利

小
野
美
伊
子

上
原　

恵
子

芝
沢
小
学
校
長

高
綱
中
学
校
長

和
田
保
育
園
長

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

女
性
役
員
会
長

Ｊ
Ａ
和
田
支
所
長

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長

消
防
12
分
団
長

安
協
支
部
長

商
工
親
和
会
長

市
議
会
議
員

子
ど
も
会
育
成
会
長

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

福
祉
ひ
ろ
ば
職
員

※
町
内
公
民
館
長
、
体
育
・
館
報
編
集
・

図
書
視
聴
覚
各
委
員
長
を
含
む

【
文
化
財
調
査
委
員
】

委
員
長
（
南
和
田
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
太
子
堂
）

（
中
）　

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

上
條　

宏
之

加
藤　

昭
一

赤
羽　

節
男

青
沼　

千
治

古
畑　

晶
一

上
條　

一
利

福
澤　

賢
一

後
藤　

善
弘

牧
田　

正
行

松
澤　

宗
利

※
町
内
公
民
館
長
を
含
む

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

駒
井　

康
弘　
　

新
井　

俊
喜

矢
口　

健
治　
　

花
村　

友
章

高
畑　

剛
敏　
　

上
條　
　

隆

窪
田　
　

智　
　

青
柳　

幸
寿

岩
垂　
　

学　
　

岩
垂
与
志
司

上
條　

智
広　
　

小
林　

俊
文

高
橋　

治
男　
　

神
澤　

弘
之

樋
口　

憲
志　
　

後
藤　

佳
明

塩
原　

正
巳　
　

宮
島　

幸
司

北
沢　
　

充　
　

山
田　

恵
子

【
講
座
・
学
習
会
等
】

【
地
区
全
体
行
事
】

和
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

河
西
部
球
技
大
会

松
本
市
市
民
体
育
大
会

和
田
地
区
大
運
動
会

市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

芸
術
文
化
祭

わ
だ
夏
ま
つ
り

６
／
23

７
／
14

８
／
25

10
／
６

10
／
14

10
／
21

２
／
23

11
／
3

休

止

育
児
学
級
「
め
だ
か
の
会
」 

　
　
　
　
　
　
　
　

  

支
援

人
権
啓
発
視
察
研
修

世
代
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

映
画
と
語
り
の
会

人
権
啓
発
講
座

芝
沢
小
夏
休
み
学
習
支
援

文
化
財
臨
地
学
習
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

随

時

４
／
12

６
／
３

６
／
15

７
／
26

未

定

２
日
間

８
／
８

８
月

11
／
11
～

【
委
員
会
活
動
】

運
営
委
員
会

館
報
編
集
委
員
会

図
書
視
聴
覚
委
員
会

体
育
委
員
会

文
化
委
員
会

文
化
財
調
査
委
員
会

【
そ
の
他
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

地
区
内
の
人
材
リ
ス
ト
作
成

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
火
・
木
）

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー（
木
）  

卓
球
（
火
・
木
）

福
祉
分
野
で
の
協
力
・
連
携

町
内
公
民
館
活
動
へ
の
協
力

地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
の
参
画

歌
碑
公
園
の
管
理

　

歌
碑
公
園
・
公
民
館
周
辺
の
草
刈
り
・
清

掃
等
を
月
１
回
、
町
内
公
民
館
に
依
頼
し
て

実
施

※
事
業
計
画
の
変
更
や
詳
細
は
「
公
民
館

ニ
ュ
ー
ス
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
勢
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　

燻
製
作
り
体
験
・
七
夕
飾
り
教
室
・
茶

道
体
験
教
室
・
そ
ば
打
ち
講
習
会
・
連

凧
作
り
教
室
・
し
め
縄
作
り
教
室
・
キ

ム
チ
漬
け
講
習
会
・
和
田
の
文
化
を
学

ぶ
会
・
手
芸
講
座
・
パ
ソ
コ
ン
講
座
等

は
未
定
で
す
。

         

（
西
原
）　    

稲
冨　

昭
雄

【
体
育
委
員
】

委
員
長  （
下
和
田
）  

萩
原
誠
二
郎

副
委
員
長
（
蘇
我
）      

石
原　

   

彰

　

同　

  （
境
）               

内
藤　

    

謙

　

同　

  （
西
原
）　      

足
木 

正
幸

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　 

斉
藤 

幸
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

奥
原
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
井　

尚
美

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者　

田
中　

智
子

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉　
　
岩
島　

美
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

好
子

〈
野
球
〉　　
　
　
　

    

宮
沢　

   

猛
　
　
　
　
　
　
　
　

     

塩
原　

治
樹

〈
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
〉　  

上
條　

清
実

　
　
　
　
　
　
　
　

     

上
原　

恵
子

〈
卓
球
〉　　
　
　

       

大
槻　

陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

     

唐
沢　

元
気

〈
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
〉  

森
川　

重
則

                                 

森
川　

菊
三

（
殿
町
会
長
）

（
南
和
田
町
会
長
）

（
太
子
堂
町
会
長
）

（
中
町
会
長
）

（
和
田
町
町
会
長
）

（
下
和
田
町
会
長
）

（
境
町
会
長
）

（
西
原
町
会
長
）

神
澤　

芳
夫

窪
田　

功

赤
羽　

家
人

上
條　

幹
明

高
橋　

隆
夫

太
田　

金
吾

宮
島　

順
衛

角　
　

尚
也

　

３
月
16
日
、
和
田
公
民
館
で
楽

団
「
ケ
・
セ
ラ
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
ケ
・
セ
ラ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ

ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、
音
楽
の
プ

ロ
と
し
て
活
動
し
て
い
る
日
本
で

2
団
体
し
か
な
い
団
体
の
１
つ
で

す
。
年
間
40
回
も
の
演
奏
会
に
出

演
さ
れ
て
い
て
、
和
田
公
民
館
で

も
こ
こ
数
年
毎
年
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
、
全
14
曲
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
楽
団

が
一
体
と
な
り
、
音
作
り
の
本
来

の
楽
し
さ
が
伝
わ
り
、
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
来
年
も
是
非
、
和

田
公
民
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

境　

大
原　

陽
子
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